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今月のみどころ
・平成 24年度当初予算

・消防団入団式

・介護保険料が変わります

・大法師さくら祭り開催

・オストメイト対応トイレ設置

3 月 25日・天神中条天満宮祭典



　

平
成
24
年
度
の
本
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
総
額
69
億
9
，4
2
3
万
円
、

対
前
年
比
で
1
・
9
％
の
減
。
14
特
別
会
計
・
1
企
業
会
計
総
額
54
億
5
，

9
0
0
万
9
千
円
、
合
わ
せ
て
1
2
4
億
5
，3
2
3
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
東
部
地
域
開
発
事
業
を

は
じ
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制
の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施

策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
着
実
な

実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
た
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
24
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 69億 9,423 万円 ▲ 1.9％
特　別　会　計 51億 8,713 万 1千円 ▲ 0.6％
国民健康保険 18億 1,342 万円 5.3％
後期高齢者医療 3億 5,392 万 6千円 6.2％
介護保険 16億 7,798 万 4千円 7.5％
介護サービス事業 1億 502 万 5千円 1.1％
奨学金 72万円 0.0％
簡易水道事業 1億 7,293 万 3千円 38.0％
下水道事業 8億 4,515 万 9千円 ▲ 25.8％
営農飲雑用水事業 368 万 5千円 ▲ 42.3％
箱原農業集落排水事業 1,457 万円 ▲ 6.8％
鹿島財産区 5万円 ▲ 2.0％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 50万 5千円 ▲ 10.6％
活性化事業 1億 9,718 万 7千円 ▲ 1.9％
峡南地区ことばの教室共同設置 108 万 3千円 0.3％
峡南地区充指導主事共同設置 88万 4千円 ▲ 0.2％
公営企業会計 2億 7,187 万 8千円 ▲ 12.4％
水道事業 2億 7,187 万 8千円 ▲ 12.4％

　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にしてみました。金額
の単位は、「千万単位」を「万円」に置き換えてあります。さっそくみて見ましょう。

　一家の収入は、主に給料で、それ
にパート収入や雑収入を加えた合計
は506万円です。しかし、それだ
けでは賄えず、貯金の取崩しや金融
機関からの借入で賄っています。楽
な家計ではありませんが、その中で
も、子どもの教育や医療費、防災
対策などによる修繕を確保していま
す。また、ローン残高を減らす努力
をしています。
　現在の経済状況から、諸手当が
減っていくことが考えられるため、
給料全体が増加することは見込めま
せん。そのため、支出を工夫して、
経費を節約しながら、最少の経費で
最大の効果があげられるように事業
を計画しています。

富士川さんちの家計簿富士川さんちの家計簿

【収　入】
給料  476 万円
　⎧基本給（町税） 138 万円　
　⎨諸手当（交付税など）
　⎩  338 万円　
パート収入（負担金、使用料
など） 21 万円
雑収入  9 万円
金融機関からの借入（町債）
 66 万円
貯金の取崩し（繰入金）
 120 万円
前年度の残金（繰越金）
 7 万円
合　計  699 万円

【支　出】
食費（人件費） 125 万円
医療費（扶助費） 75 万円
公共料金、生活用品など（物
件費） 121 万円
保険料、交際費など（補助費
など） 90 万円
ローンの返済  84 万円
家の改築、修繕など（普通建
設事業費など） 84 万円
子どもへの仕送りなど（繰
出金、貸付金） 120 万円

合　計  699 万円
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〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税… 町民税・固定資産税など皆さんが町に納

める税金
地方交付税… 所得税など国が徴収した税金の中から、

町の財政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金… 事業など特定の目的の財源として、国や

県から支出されるお金
町　　　債… 町が事業を行なうときに国や金融機関

などから借り入れるお金
繰　入　金… 一般会計、特別会計、基金の会計間にお

けるお金の移動を表す言葉

歳　　　　　　　　入
町 税 13億 8,520 万 7千円
地 方 交 付 税 22億円
国 ・ 県 支 出 金 9億 8,371 万円
使 用 料 及 び 手 数 料 1億 685 万 9千円
分 担 金 及 び 負 担 金 1億 1,062 万 5千円
町 債 6億 5,830 万円
繰 入 金 12億 170 万 3千円
そ の 他 3億 4,782 万 6千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 9,070 万 2千円
総 務 費 8億 7,243 万 3千円
総 務 管 理 費 4億 8,333 万 6千円
徴 税 費 9,012 万円
戸籍住民基本台帳費 2,974 万 9千円
選 挙 費 60万 8千円
企 画 費 2億 478 万 5千円
統 計 調 査 費 96万 3千円
監 査 委 員 費 43万 2千円
文 化 ホ ー ル 費 6,244 万円

民 生 費 21億 7,021 万 5千円
社 会 福 祉 費 12億 1,728 万 6千円
児 童 福 祉 費 9億 5,292 万 9千円

衛 生 費 6億 7,204 万 9千円
保 健 衛 生 費 3億 5,568 万 9千円
清 掃 費 3億 1,636 万円

労 働 費 800 万円
農林水産業費 2億 8,177 万 4千円
農 業 費 2億 4,037 万 2千円
林 業 費 1,342 万 3千円
地 籍 調 査 費 2,797 万 9千円

商 工 費 9,883 万 4千円
土 木 費 10億 3,324 万 3千円
土 木 管 理 費 2,960 万 3千円
道 路 橋 梁 費 2億 9,065 万 6千円
河 川 費 1,026 万 1千円
都 市 計 画 費 4億 3,280 万円
住 宅 費 3,987 万 6千円
東 部 開 発 費 2億 3,004 万 7千円

消 防 費 3億 2,422 万 6千円
教 育 費 5億 6,127 万 9千円
教 育 総 務 費 6,881 万 2千円
小 学 校 費 1億 7,145 万円
中 学 校 費 1億 1,010 万 8千円
社 会 教 育 費 4,468 万 3千円
保 健 体 育 費 7,457 万 4千円
学 校 給 食 費 7,363 万 6千円
町 民 会 館 費 1,801 万 6千円

災 害 復 旧 費 2,045 万円
公 債 費 8億 4,433 万 4千円
諸 支 出 金 969 万 1千円
公 営 企 業 費 940 万 6千円
基 金 費 28万 5千円

予 備 費 700 万円
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一般会計　おもな歳出内容
■　総務費・消防費　■

峡南広域行政組合に関する費用  3 億 6,179 万 1千円
議会・総務費  1,334 万 1千円
計算センター  3,928 万円
広域ネット  734 万 5千円
電算システム  1,859 万 3千円
老人ホーム（民生費） 839 万円
障害程度区分認定（民生費） 130万7千円
消　防　費  2 億 7,353 万 5千円

議場空調設備改修費  670 万円
コンビニ交付・広域交付システム負担金  486 万 9千円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費  6,172 万 9千円
地域活性化プロジェクトなど  110 万 5千円
文化ホール運営費  1,851 万 1千円
消防団運営費など非常備消防費  2,286 万 3千円
十谷地区ヘリポート設計業務  300 万円

■　衛　生　費　■
新病院設置協議会負担金  151 万 8千円
子宮頸がんワクチンなど予防接種  5,834 万 9千円
特定健康診査など健康診査業務  5,000 万円
妊婦・乳幼児健康診査など  1,175 万 6千円
リサイクルステーション設置事業  693 万円
一般廃棄物収集業務など  7,691 万 6千円
中巨摩地区広域事務組合負担金  1 億 4,742 万 7千円
三郡衛生組合負担金  7,653 万 8千円

■　農林水産業費・商工費　■
新規就農総合支援事業  300 万円
農村振興総合整備事業  783 万円
中山間地域総合整備事業  5,636 万 5千円
農地環境整備事業  638 万円
活性化施設費  4,750 万円
長沢排水機場流入口改修工事  240 万円
登山道整備業務  520 万 8千円
桜回廊調査測量業務  480 万円
ふるさと自然塾事業費  626 万 1千円

■　土　木　費　■
金手小林 2号線など道路改良舗装費  1 億 101 万 5千円
青柳長沢線など道整備交付金事業  1 億 4,491 万 8千円
長沢排水機場整備調査業務  300 万円
都市計画マスタープラン・管内図作成業務委託
 1,759 万 8千円
下水道事業特別会計繰出金  3 億 8,771 万 1千円
住宅管理費  3,987 万 6千円
河岸跡公園詳細設計業務  1,030 万円
観光交流センター（道の駅）監理業務  850 万円
観光交流センター建設工事  1 億 9,650 万円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費  3,600 万円
中等度難聴児補聴器購入補助  54 万 8千円
子ども医療費  6,000 万円
子ども手当  2 億 6,340 万円
保育所総務費  3 億 4,319 万 2千円
第 4保育所大規模改修工事  1 億 2,918 万 2千円
第 5保育所園庭芝生化工事  202 万 7千円
児童館管理費  2,597 万 1千円

■　教　育　費　■
西小耐震診断業務  601 万 7千円
中部小特別教室耐震補強工事設計業務委託
 707 万 7千円
増穂中理科室改修工事  484 万 8千円
鰍沢中

ちゅう

体育館屋根改修工事設計監理業務委託
 235 万 2千円
国民文化祭関係経費  819 万 5千円
町内小中学校給食費  7,363 万 6千円

◀
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

◀
大
法
師
公
園
の
桜

◀
大
椚
大
久
保
線

◀
国
文
祭
で
行
わ
れ
る
山
車

の
巡
行
祭
り
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大法師さくら祭り盛大に開催！
　3月31日～4月15日、恒例の大法師さくら祭りが開催されました。
　昨年は計画停電の影響で自粛した夜間のライトアップが復活しました。
　祭り期間中は、3月31日の「ぴっかり高木といしいそうたろう」のお笑いショー
を皮切りに、甲州戦記サクライザーショー、4月8日の「桜に舞う舞踊部」などイベ
ントやステージショーが行われ、大勢の人でにぎわいました。
　また、開催期間中の土日限定で、東北復興支援イベント「気仙沼の特産品販売」が
行われました。

◀
3
／
16
つ
ぼ
み
は
ま
だ
固
い

◀
3
／
30
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

▶
4
／
2
初
日
。
も
う
一
息
！

▶
4
／
4　

開
花
宣
言
。

▶
4
／
6　

3
分
咲
き
。

▶
4
／
8　

6
分
咲
き
。

▶
4
／
10　

待
ち
に
待
っ
た
満
開
で
す
。

リユース食器のPRをする
「甲州戦記サクライザー」

「ぴっかり高木といしいそうたろう」
のお笑いライブ

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

餅つきに挑戦するヴァンくん

富
士
川
町
の
伝
統
芸
能

　
　
「
鰍
沢
ば
や
し
」
の
披
露
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介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
介
護

を
支
え
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
40

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
と
公
費
（
税

金
）
及
び
利
用
者
負
担
金
を
財
源
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
財
政
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
3
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
23
年
度
は
、

第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
最
終

年
度
と
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
始

ま
る
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

3
年
間
（
平
成
26
年
度
ま
で
）
の
保

険
料
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
保
険
料
の
見
直
し
は
、
第
5
期
の

3
年
間
に
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
費
用
の
見
込
み
額
に
基

づ
き
、
市
町
村
ご
と
に
、
保
険
料
基

準
額
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
5
期
の
3
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
を
約
49
・
5
億
円
と
見
込

み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
第
4
期
の
見
込
額
約

42
億
円
に
対
し
、
18
％
ほ
ど
の
伸
び

と
な
り
ま
す
。

　
富
士
川
町
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

方
の
保
険
料
は
、
3
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
見
込
み
額
か
ら

利
用
者
負
担
（
1
割
）
を
除
い
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
額
の
21
％
に
つ

い
て
、
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

の
方
の
人
数
で
除
し
た
額
を
基
準
額

と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
経
費

（
利
用
者
負
担
1
割
分
を
除
い
た
経

費
）
に
つ
い
て
は
、保
険
料
で
5
割
、

公
費
（
国
・
県
・
町
負
担
金
）
で
5

割
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
険
料
の
負
担
割
合

は
、
第
5
期
で
は
、
第
1
号
被
保
険

者
保
険
料
と
し
て
21
％
、
第
2
号
被

保
険
者
保
険
料
と
し
て
29
％
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
第
5
期
保
険
料
は
、
49
・
5
億
円

の
21
％
を
第
1
号
被
保
険
者
保
険
料

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

国
の
調
整
交
付
金
や
第
4
期
保
険
料

の
不
足
分
を
加
減
し
、
負
担
額
は
約

9
億
3
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
負
担
額
を
65
歳
以
上
の
第
1

号
被
保
険
者
数
で
除
し
て
得
ら
れ

た
額
が
、
基
準
額
と
な
り
、
平
成
24

年
度
か
ら
は
、
こ
の
基
準
額
が
月
額

5
，5
4
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
第
4

期
で
は
、
合
併
前
の
旧
町
ご
と
に
設

定
さ
れ
た
保
険
料
額
に
よ
る
不
均
一

賦
課
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
第
4
期
中
の
旧
鰍
沢
町
の
基

準
月
額
は
、
4
，8
0
0
円
、
同
じ

く
旧
増
穂
町
で
は
、
3
，8
6
0
円

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
の

　
　
　
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
24
年
度
か
ら
の

　
　
　
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
の
見
直
し

介
護
保
険
料
の
算
定

介護サービス費用額のうち、利用者
が負担する 1 割を除く、残り 9 割
の介護サービス給付費を公費と保険
料で負担します。

※ 　第 1号被保険者保険料と第 2号被保険者保険料の負担割合
についても 3年ごとに見直されます。第 4期では、第 1号被
保険者保険料が 20％、第 2号被保険者保険料が 30％を負担し
ていました。
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今
回
の
改
定
に
よ
り
、
こ
の
基

準
額
（
月
額
5
，5
4
0
円
・
年
額

6
6
，4
8
0
円
）
を
基
本
と
し
て
、

所
得
に
応
じ
て
、
次
の
表
の
よ
う
に

6
段
階
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
保
険
料
の
見
直
し
で
、
65

歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
基
準
月
額
で

5
，5
4
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
4
期
の

旧
鰍
沢
町
の
基
準
月
額
4
，8
0
0

円
か
ら
7
4
0
円
、
同
じ
く
旧
増
穂

町
の
3
，8
6
0
円
か
ら
1
，6
8
0

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

① 

介
護
保
険
制
度
を
必
要
と
す
る
方

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
が
急

速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
。（
表

1
）

② 
65
歳
以
上
の
方
の
費
用
負
担
割
合

が
こ
れ
ま
で
の
20
％
か
ら
21
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。

③ 

介
護
報
酬
が
1
・
2
％
引
き
上
げ

ら
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が

増
加
す
る
こ
と
。

④ 

前
回
（
第
4
期
）
保
険
料
算
定
の

た
め
見
込
ん
だ
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
見
込
額
を
、
給
付
実
績
額

が
上
回
る
こ
と
と
な
り
、
第
4
期

中
の
保
険
料
に
不
足
が
生
じ
る
た

め
、
そ
の
不
足
分
を
、
今
回
の
保

険
料
に
上
乗
せ
す
る
必
要
が
生
じ

た
こ
と
。

⑤ 

前
回
（
第
4
期
）
は
、
第
3
期

以
前
の
保
険
料
の
余
剰
金
約

3
千
6
百
万
円
を
充
当
し
、
保
険

料
額
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
充
当
で
き
る

財
源
が
な
く
、
同
様
の
措
置
が
行

え
な
い
こ
と
。

　
以
上
が
主
な
要
因
で
す
が
、
①
か

ら
③
の
要
因
は
、
全
国
的
な
要
因
で

あ
り
、
④
及
び
⑤
の
要
因
は
富
士
川

町
独
自
の
も
の
と
し
て
保
険
料
の
上

昇
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら

12
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
社
会
全

体
で
負
担
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
支
え
合
う

制
度
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
介

護
保
険
料
の
改
定
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新 し い 保 険 料 額（年額）
保　　　険　　　料　　　段　　　階 保険料額

（年額）

第1段階 ●生活保護受給者
●老齢福祉年金の受給者で、世帯全員が町民税非課税の方 33,240円

第2段階 ● 世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税
年金収入額の合計が、年額 80万円以下の方 33,240円

第3段階 ●世帯全員が町民税非課税で、第 2段階対象者以外の方 49,860円

第4段階 ● 本人が町民税非課税だが、世帯の誰かに町民税課税者が
いる方 66,480円

第5段階 ● 本人が町民税課税者で、前年の合計所得金額が 190 万
円未満の方 83,100円

第6段階 ● 本人が町民税課税者で、前年の合計所得金額が 190 万
円以上の方 99,720円

　※ 保険料は毎年 4月 1日を基準日として算定されます。なお、年度途中での資格取得者（年度途中での 65歳到達者、
転入者）は、月割りで算定します。

介
護
保
険
料

上
昇
の
要
因

表 1　第 4期（平成 21年度～平成 23年度まで）の介護保険の状況

第1号被保険者数 認定者数 認定率 介護サービス給付費

H23年度 4,741 人 764 人 16.1％ 1,523,531 千円　前年比 7％増

H22年度 4,728 人 758 人 16.0％ 1,422,347 千円　前年比 8％増

H21年度 4,804 人 736 人 15.3％ 1,317,518 千円　　　　 　　

　※認定者とは、介護サービスを利用するための要支援、要介護の認定を受けた方です。
　　なお、平成 23年度は、平成 24年 1月時点の見込みの数値です。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
福
祉
保
健
課
介
護
保
険
担
当

 

☎
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◆
介
護
に
関
す
る
ご
相
談

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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人
事

　
平
成
24
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

で
推
薦
、
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
有
泉

利
夫
氏
（
青
柳
町
）
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

　
有
泉
氏
は
𡈽
橋
伸
介
委
員
の
退
任

に
伴
い
、
後
任
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
町
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
折

居
正
彦
氏
（
長
沢
）
を
再
任
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
町
教
育
員
会
委
員
と
し
て
、
堀
口

広
秋
氏
（
五
開
）
を
再
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

石
川
勇
氏
（
鰍
沢
中
）
が
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。
担
当
地
区
は
、
旭
町
組
で

す
。

　
石
川
氏
は
、
川
口
洋
美
委
員
の
退

任
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
各
区
の
区
長
、
区
長

代
理
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
地
域
の
代
表
と
し
て
、
1
年
間

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
区
長

秋
山　
勇（
最
勝
寺
）石
川
勝
男（
天

神
中
条
）
杉
田
隼
司
（
大
久
保
）
神

田
正
治
（
𣇃
米
）
初
鹿
義
彦
（
小
林
）

折
居
和
雄
（
長
沢
）
井
上
征
男
（
大

椚
）
笹
本　
正
（
青
柳
町
）
大
森
一

仁
（
平
林
）
小
池
太
一
（
小
室
）
仙

洞
田
清
司
（
高
下
）
佐
野　
昭
（
鰍

沢
北
）
伊
良
原
誠
（
鰍
沢
中
）
青
栁

好
春
（
鰍
沢
南
）
依
田
礼
司
（
中
部
）

新
幡
友
や
（
五
開
）

◆
区
長
代
理

原
田
秀
彦（
最
勝
寺
）長
澤
正
人（
天

神
中
条
）
山
形
繁
巳
（
大
久
保
）
深

澤　
孝
（
𣇃
米
）
小
野
賢
一
（
小
林
）

小
池　
茂（
長
沢
）市
川
利
雄（
大
椚
）

渡
辺　
豊（
青
柳
町
）深
沢
茂（
平
林
）

井
上
和
夫
（
小
室
）
大
森
昭
雄
（
高

下
）
久
次
米
正
（
鰍
沢
北
）
中
澤
良

文
（
鰍
沢
中
）
篠
崎　
一
（
鰍
沢
南
）

穂
坂
悦
男（
中
部
）望
月
政
幸（
五
開
）

　
4
月
1
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
富
士
川
町
消
防
団
入
退
団
式
が

行
わ
れ
、
団
長
訓
辞
、
町
長
告
辞
、

団
員
任
命
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
退
団
者
、
入
団
者
及
び
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
分
団
長
》
保
坂
丈
文
（
1
）
田
中 

修
（
2
）
依
田　
豪
（
3
）
井
上
直

人
（
4
）
北
畑　
緑
（
6
）
前
嶋
正

樹
（
7
）
河
野　
昇
（
8
）

《
副
分
団
長
》
芦
澤　

健
（
1
）
秋

山　
久
（
3
）
秋
山
千
一
（
6
）

《
部
長
》
河
澄　

心
（
1
）
志
村
直

人
（
2
）

《
班
長
》
樋
口　

泉
（
2
）
織
田 

効
（
3
）
望
月
竜
一
（
9
）

《
団
員
》
深
澤　

修
（
2
）
渡
邊 

慎
（
4
）
加
賀
美
俊
（
4
）
秋
山 

昭
（
5
）
小
池
文
太
（
6
）
樋
口 

直
（
6
）
田
中
雅
嗣
（
7
）
望
月
昭

徳（
9
・
元
部
長
）
草
塩
重
幸（
9
・

元
部
長
）
沼
田
健
司
（
9・元
部
長
）

◆
入
団
者

《
団
員
》
杉
田
孝
輔
、
石
川
耕
平
、

芦
澤
洋
平
、
佐
藤
裕
哉
（
1
）
大
久

保
喬
、
石
部
大
雅
（
2
）
折
居
恭
平

（
3
）
金
丸
哲
也
、
佐
藤　

充
、
内

田
祐
助
（
4
）
手
塚
裕
也
（
5
）
深

澤
秀
知
、
井
上
茂
樹
（
7
）
笹
本
貴

王
（
8
）
深
沢
光
司
、
伊
藤
裕
一
、

樋
口
将
太
（
9
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》
杉
田　

進
（
1
）
小
澤

裕
一
（
2
）
丸
山
英
貴
（
3
）
石
井 

潤
（
4
）
深
沢
浩
士
（
6
）
川
口
信

二
（
7
）
望
月
欣
也
（
8
）
樋
口
俊

也
（
9
）

《
副
分
団
長
》
河
西
裕
樹
（
1
）
志

村
春
樹
（
2
）
野
中
洋
一
（
3
）
杉

田
光
司
（
4
）
河
澄　
弘
（
6
）
大

森
裕
之
（
7
）
保
坂
達
哉
（
8
）
堀

口　
智
（
9
）

《
部
長
》
大
熊
清
裕
、
杉
田
成
司

（
1
）
神
田　

実
（
2
）
仙
洞
田
光

彦
（
3
）
一
之
瀬
英
志
（
4
）
依

田
友
和
（
5
）
深
澤
悦
明
（
6
）
島

田　

巧
、
志
村
光
彦
、
殿
岡　

稔
（
7
）
丸
山
研
次
、
宮
崎
賢
吾
、
齋

藤
栄
治
（
8
）
深
澤
一
仁
（
9
）

《
班
長
》
秋
山
和
司
、
野
中
教
義
、

堀
口
昭
義
、
望
月
芳
能
（
1
）
井

上
倫
範
、
初
鹿
隼
人
、
清
水
直
樹

（
2
）
塩
澤
輝
幸
、
甘
利
正
樹
（
3
）

笹
本　
聖
（
4
）
望
月
一
樹
、
深
澤

俊
也
（
6
）
望
月
直
樹
、笠
井
勇
輔
、

田
村
健
治
（
7
）
依
田
初
男
、
望
月 

久
、
保
坂　
伸
（
8
）

《
機
械
係
》
大
森
亜
紀
人
、
深
沢

浩
太
、
横
内
太
加
志
、
渡
辺
裕
太

（
1
）
深
沢
隼
人
、
望
月
幸
一
、
市

川
智
一
（
2
）
秋
山
達
哉
、
大
久
保

篤
志
（
3
）
樋
口　
健
（
4
）
井
上 

仁
、
井
上
太
一
（
6
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》
秋
山
晃
二
、
谷　

浩

貴
（
1
）
大
久
保
喬
（
2
）
手
塚
裕

也
（
5
）

消
防
団
入
退
団
式

人

事

人

事

委
員
推
薦

委
員
推
薦

区
長
・
区
長

代
理
紹
介

区
長
・
区
長

代
理
紹
介
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消
防
防
災
、
交
通
な
ど
の
町
の
安

全
安
心
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め

に
、総
務
課
に
安
全
安
心
推
進
室
、観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
た
め

に
、建
設
課
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
、

平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化

祭
の
事
務
を
行
う
た
め
に
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
に
国
民
文
化
祭
推

進
室
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
町
職
員
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
4
月
1
日
付
、
カ
ッ
コ

内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え
及
び
新
採
用

【
総
務
課
】

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
派
遣
計
算
セ

ン
タ
ー
所
長
（
税
務
課
）
増
原
俊
郎

▼
安
全
安
心
推
進
室
長
（
企
画
課
）

大
森
博
之
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
人
事

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
齋
藤
靖

▼
安
全
安
心
推
進
室
交
通
防
災
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
総
務
課
）
小
林
喜
文
▼

福
利
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー（
総
務
課
）

一
之
瀬
三
千
▼
福
利
給
与
担
当
（
税

務
課
）森
川
学
▼
総
務
人
事
担
当（
県

総
合
事
務
組
合
）
望
月
芳
能
▼
安
全

安
心
推
進
室
交
通
防
災
担
当
（
商
工

観
光
課
）
長
澤
俊
一
▼
県
総
合
事
務

組
合
派
遣
（
総
務
課
）
横
内
太
加
志

▼
県
市
町
村
課
派
遣（
教
育
委
員
会
）

橋
本
秀
平
▼
安
全
安
心
推
進
室
交
通

防
災
担
当
（
総
務
課
）
野
田
節
美

【
企
画
課
】

▼
企
画
課
長
（
議
会
事
務
局
）
鮫
田

和
博
▼
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
補
佐

（
福
祉
保
健
課
）
佐
藤
洋
子
▼
課
長

補
佐
兼
政
策
推
進
補
佐
（
会
計
課
）

志
村
正
史
▼
課
長
補
佐
兼
地
域
医
療

P
T
市
川
三
郷
町
・
富
士
川
町
新
病

院
設
置
協
議
会
（
企
画
課
）
秋
山
佳

史
▼
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
補
佐

（
総
務
課
）
秋
山
忠
▼
政
策
推
進
主

幹
（
福
祉
保
健
課
）
依
田
正
紀
▼
広

聴
広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
商
工
観
光

課
）
土
橋
学
▼
政
策
推
進
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
建
設
課
）
長
田
博
幸
▼
政
策

推
進
担
当（
町
民
生
活
課
）井
上
直
子

【
財
政
課
】

▼
財
政
課
長
（
企
画
課
）
田
辺
明
弘

▼
管
理
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健

課
）
保
坂
美
智
子
▼
財
政
担
当
（
県

市
町
村
課
）
芦
澤
克
久

【
税
務
課
】

▼
税
務
課
長
（
子
育
て
支
援
課
）
笠

井
千
尋
▼
収
納
室
長（
町
民
生
活
課
）

磯
野
英
秋
▼
資
産
税
担
当
（
上
下
水

道
課
）
井
上
明
▼
住
民
税
担
当
（
総

務
課
）
佐
野
史
剛

【
町
民
生
活
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）
望
月
学
▼
課

長
補
佐
兼
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
山
形
勝

也
▼
課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
担
当
リ

ー
ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）
早
川
竜
一

▼
生
活
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育

委
員
会
）
西
川
修
司
▼
保
険
年
金
担

当
（
商
工
観
光
課
）
松
住
み
ゆ
き
▼

戸
籍
担
当（
上
下
水
道
課
）秋
山
一
将

【
福
祉
保
健
課
】

▼
福
祉
保
健
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
（
福
祉
保
健
課
）
深
沢

茂
樹
▼
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
草
塩
重

幸
▼
障
害
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福

祉
保
健
課
）
望
月
奈
緒
美
▼
福
祉
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
中
澤

美
和
子
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
小

河
内
菜
美
▼
福
祉
担
当
（
建
設
課
）

井
上
直
人
▼
障
害
福
祉
担
当
（
教
育

委
員
会
）
井
上
圭
▼
健
康
増
進
担
当

（
総
務
課
）
秋
山
麻
衣
子
▼
介
護
保

険
担
当
（
新
採
用
）
秋
山
祐
紀

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
子
育
て
支
援
課
長（
文
化
ホ
ー
ル
）

秋
山
千
秋
▼
児
童
館
長
（
町
民
生
活

課
）
永
井
た
か
ね
▼
母
子
保
健
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
）
松
井

清
美
▼
児
童
保
育
担
当
（
第
3
）
中

込
早
百
合
▼
児
童
支
援
担
当
兼
母
子

保
健
担
当
（
税
務
課
）
雨
宮
正
貴
▼

児
童
館
担
当
（
第
1
）
内
田
五
月
▼

第
1
保
育
所
主
任
保
育
士
（
第
4
）

伊
藤
か
お
り
▼
第
2
保
育
所
主
任
保

育
士
（
子
育
て
支
援
課
）
井
上
枝

里
▼
第
3
保
育
所
主
任
保
育
士
（
第

2
）
杉
山
明
子
▼
第
4
保
育
所
主
任

保
育
士
（
第
5
）
阿
達
直
美
▼
第
5

保
育
所
主
任
保
育
士
（
第
1
）
溝
口

紀
代
美
▼
第
1
保
育
所
（
第
2
）
小

澤
順
子
▼
第
2
保
育
所
（
子
育
て
支

援
課
）芦
澤
清
佳
▼
第
4
保
育
所（
第

3
）
池
上
広
美

【
農
林
振
興
課
】

▼
農
林
土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設

課
）
杉
田
進
▼
農
林
振
興
担
当
リ
ー

ダ
ー（
町
民
生
活
課
）大
木
興
一
▼
地

籍
調
査
担
当（
町
民
生
活
課
）中
澤
功

【
商
工
観
光
課
】

▼
商
工
観
光
課
長（
子
育
て
支
援
課
）

秋
山
俊
男
▼
商
工
振
興
担
当
リ
ー
ダ

ー
（
商
工
観
光
課
）
芦
澤
晶
子
▼
商

工
振
興
担
当
兼
観
光
振
興
担
当
（
財

政
課
）
志
村
豪
▼
観
光
振
興
担
当
兼

商
工
振
興
担
当
（
企
画
課
）
秋
山
真

樹
▼
商
工
振
興
担
当
兼
観
光
振
興
担

当
（
新
採
用
）
依
田
諭

【
建
設
課
】

▼
建
設
課
長
（
財
政
課
）
川
住
資
農

夫
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
（
農
林

振
興
課
）
内
田
一
志
▼
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
ま
ち
づ
く
り
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
農
林
振
興
課
）
中
込
浩
司
▼
土
木

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
商
工
観
光
課
）
斉

木
直
人
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
担
当
（
建
設
課
）
一
之
瀬
英

志
▼
住
宅
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
秋

山
直
子
▼
都
市
計
画
担
当（
新
採
用
）

浅
野
真
由
子

【
上
下
水
道
課
】

▼
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務
所

長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー（
税
務
課
）

細
野
幸
男
▼
業
務
担
当
（
教
育
委
員

会
）望
月
智
徳
▼
簡
易
水
道
担
当（
農

林
振
興
課
）
中
込
厚
司
▼
上
水
道
担

当
（
子
育
て
支
援
課
）
渡
辺
裕
太
▼

下
水
道
担
当
（
建
設
課
）
金
丸
哲
也

【
会
計
課
】

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
企
画

課
）
齋
藤
和
彦
▼
課
長
補
佐
兼
会
計

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
）

樋
口
久
美
子

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

▼
生
涯
学
習
課
長
（
商
工
観
光
課
）

山
田
直
▼
国
民
文
化
祭
推
進
室
長

（
総
務
課
）
野
中
正
人
▼
文
化
ホ
ー

ル
事
務
局
長
兼
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
文

化
ホ
ー
ル
）
永
安
健
亮
▼
課
長
補
佐

兼
社
会
体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育

委
員
会
）
河
原
恵
一
▼
国
民
文
化
祭

推
進
室
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育
委
員

会
）
樋
口
一
也
▼
社
会
教
育
担
当
リ

ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
井
上
誠
▼
文
化

ホ
ー
ル
事
務
局
（
総
務
課
）
秋
山
綾

▼
社
会
教
育
担
当（
子
育
て
支
援
課
）

小
池
美
智
子
▼
社
会
体
育
担
当
（
上

下
水
道
課
）
保
坂
裕
▼
社
会
体
育
担

当
（
新
採
用
）
秋
山
亮

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

▼
総
務
学
校
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財
政

課
）
長
田
敏
宏

【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
）

矢
﨑
仁

◎
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

▼
堀
内
尚
巳
（
建
設
課
長
）
▼
井
上

修
（
会
計
管
理
者
）
▼
大
久
保
栄

一（
峡
南
広
域
計
算
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
望
月
親
人
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
長
）
▼
保
坂
繁
仁
（
上
下
水
道

課
長
）
▼
米
山
ひ
と
み
（
町
民
生
活

課
長
補
佐
兼
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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●申込み方法 5月20日（金）までに教育委員会へ直接または電話で申し込みください。
●申込み・問い合わせ 富士川町教育委員会（旧鰍沢町教育文化会館内）　☎22－5361　fax 22－5392

写 真 教 室
一眼レフカメラによるネイチャーフォ
トの基本から中級程度の写真撮影の技
術指導と作品の評価と削除を行いま
す。
（デジタル一眼レフ可）
（コンパクトカメラ不可）

日　時・・毎月第 3木曜日
 PM 7：30 ～
場　所・・町民会館視聴覚室
 （野外撮影実習あり）
指導者・責任者
　　　・・志村暢三（☎ 22－3571）
会　費・・年 4,000 円（テキスト代）

美しい花や風景を
きれいに撮る

テクニック

ペン習字教室
以前会員で出品していた方、また、始
めませんか？　新入生も大歓迎です。
ディスクペン、ボールペン、フェルト
（マジック）、筆ペン etc。写経もして
います。
持ち物：小学生用国語帳（10ます）
　　　　ディスクペン

日　時・・毎週水曜日
 PM 8：00 ～（月 4回）
場　所・・町民会館
指導者・・長沢みどり先生
 （☎ 22－0348）
会　費・・月 1,000 円
誌　代・・月 650 円

競書誌「ペンの力」で
　勉強を続けております。

児童文学創作教室
子どもたちのために楽しいお話を作っ
てみませんか。
児童文学教室では、楽しく創作活動を
先生の指導の下に行っています。
定期的に作品集の発刊もしています。
初心者の方も歓迎します。

日　時・・毎月第 3火曜日
 PM 7：30 ～
場　所・・町民会館
責任者・・志村通江（☎ 22－8115）
入会金・・5,000 円
会　費・・月 1,000 円子どもたちに夢を！

ますほ
あやめコーラス

仲間とのふれあいを大事にしながら、
年間3回の発表会に向けて楽しいハー
モニーづくりに励んでいます。
コーラス楽しみたい方の入部お待ちし
ています。

日　時・・月 3回木曜日
 PM 8：00 ～
場　所・・町民会館
指導者・・有泉美宇子先生
 保坂明子先生
責任者・・深沢通子（☎ 22－0306）
会　費・・月 1,500 円

人生にリズムを
　　生活に歌声を

陶 芸 教 室
なぜか愛着がわいてきます。
皆で楽しみましょう。

日　時・・昼の部　PM 1：00 ～
　　　　　　毎月第 1・3水・木曜日
　　　　　夜の部　PM 7：00 ～
　　　　　　毎月第 1・3水曜日

場　所・・町民会館作業室
責任者・・石井七生（☎ 22－2105）
入会金・・3,000 円
会　費・・昼の部　月 3,000 円
 夜の部　月 2,000 円手づくりのカップ

花入れなど　

筝 曲 教 室
初心者歓迎・経験者もどうぞ。
箏は文化協会「絃の会」のものを使い
ます。
箏の爪は各自で用意してください。
楽譜は実費でお願いします。

日　時・・月 2回火曜日
 PM 1：30 ～ 3：30
場　所・・町民会館和室
責任者・・原田真弓（☎ 22－6043）
会　費・・年間　5,000 円

初心者の人も歓迎！
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住宅用太陽光発電システム設置費
補助制度のご案内

　町では、地球環境にやさしい新エネルギー導入を
積極的に推進するために、住宅用太陽光発電システ
ムを設置される方に対し、設置費の一部を補助しま
す。

●補助対象者
・ 自らが居住する又は居住しようとする町内の住宅
に太陽光発電システムを設置する者または、町内
に建築されたシステム付の住宅を購入した者で、
電力会社と電灯契約を締結される方

●補助金の額
システム1kW当たり25,000円
（上限　町内在住の方7万円、町外から転入された
方15万円）

●申請方法
補助金交付申請書に記入のうえ、必要書類を添付し
て申請してください。

※ 補助金の申請は
設置前となって
いますのでご注
意ください。

犬猫の不妊・去勢手術費補助助成について
～不幸な命を作らないため、必要に応じて不妊・去勢手術をしましょう～

　町では、飼い犬、飼い猫に不妊・去勢手術を受けさせる飼い主さんに対して、その費用の一部を補助します。
　補助対象者は以下のとおりです。
　・犬の場合、町に登録がされていること
　・犬、猫とも飼い主が町内に住所を有していること
　・犬・猫とも生後6ヶ月以上で、手術をするのに適当と獣医が認めた場合

【補助の金額】
　飼い主さんには、手術費用の1/2以内で、下記の金額を限度として補助します。
　　　　　　不妊：10,000円　　　　　　　　　　　不妊：7,000円
　　　　　　去勢： 5,000円　　　　　　　　　　　去勢：4,000円

【申請方法】
　補助金交付申請書に記入をして申請してください。

※注意　手術前の申請となっていますのでご注意ください。

◆お問い合わせ先　町民生活課生活環境担当　☎22－7209　

犬 猫

住宅用太陽熱温水器等設置費
補助金制度のご案内

　町では、地球環境にやさしい新エネルギー導入を
積極的に推進するために、住宅用太陽熱温水器等を
設置する方に対し、その費用の一部を補助します。

●補助金の交付対象者
・ 町内に住所を有する方で、自らが居住する町内の
住宅等に住宅用太陽熱温水器等を設置した方。

●補助金の額
太陽熱温水器等の設置にかかる費用の1/5（1,000
円未満切捨て）の額とし、5万円を上限とする。

●申請方法
住宅用太陽熱温水器等設置完了日から起算して60
日以内に、町民生活課生活環境担当へ下記書類を申
請してください。
①富士川町住宅用太陽熱温水器等設置費補助金交付
申請書
②添付書類
・太陽熱温水器等の設置費に係る領収書の写し
・上記領収書の内訳書の写し
・工事完了届けの写し
・太陽熱温水器等の設置状況を示す写真
・その他町長が必要と認める書類

（11）平成 24. 5 月号　No.26



　
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
障
害
並
び
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
々
の
相
談
に

応
じ
、
福
祉
施
策
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、

助
言
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
町
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
方
を
い
い
ま
す
。

　
富
士
川
町
で
は
、
次
の
身
体
障
害
者
相
談
員
3
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員

2
名
を
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
の
あ
る
方
は
、
各
相
談
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
順
不

同
）

（
任
期
平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
）

●
身
体
障
害
者
相
談
員

●
知
的
障
害
者
相
談
員

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
7

竹内　正直 氏
最勝寺1347
☎22－4567

中込　初代 氏
大椚392－1
☎22－6822

牧野　雅紀 氏
鰍沢2547－19
☎22－3479

石井　律子 氏
青柳町1458－2
☎22－3681

保坂　幸美 氏
鹿島51

☎27－0143

オストメイト対応トイレを設置しました
　誰もが住み慣れた地域で安心して生活をおくるための環境づくりの一環として、保
健福祉支援センターの多目的トイレを改修し、オストメイト対応トイレを新たに設置
しましたのでお気軽にご利用ください。
※オストメイトとは
　大腸やぼうこうなど臓器に機能障害を負い、腹部に人工的に排泄のための孔（ストー
マ）を造設した方々のことです。オストメイトの方は、ストーマにパウチと呼ばれる
補助器具（蓄便袋、蓄尿袋）を装着して、ある程度溜まったところでトイレに流すな
どの方法で処理することになります。オストメイト対応トイレは、この処理を容易にするためのものです。

　◆問い合わせ先　福祉保健課障害福祉担当　☎22－7207　　

　町では、補聴器装用による聴力の向上、言語の習得、コミュニケーション能力の向上を目的として、身体
障害者手帳の交付対象とならない難聴児に対して補聴器購入費の一部を助成します。
※助成内容など詳しい内容につきましては下記福祉保健課障害福祉担当までお問い合わせください。
　申請書様式等は町ホームページからダウンロードできます。
【対象者】　町内に住所を有する18歳未満の児童で以下に該当する者
　・両耳の聴力レベルが40デシベル以上70デシベル未満の者
　　（身体障害者手帳の交付の対象となるものを除く）
　　または両耳の聴力レベルが40デシベル未満であって医者が補聴器の装用の必要を認めた者
　・補聴器の装用により、言語の習得等に一定の効果が期待できると医師が判断する者
【対象とならない者】　※上記に関わらず、次のいずれかに該当する場合は助成の対象となりません。
　・ 助成対象難聴児の保護者及びその属する世帯の世帯員のうちいずれかの者について、助成の申請を行う
年度の町民税所得割額が46万円以上の者がいる場合

　◆問い合わせ先　福祉保健課障害福祉担当　☎22－7207　　

中等度難聴児補聴器購入費助成事業について

身
体
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

知
的
障
害
者
相
談
員

中等度難聴児補聴器購入費助成事業について
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5
月
3
日
は
「
憲
法
記
念
日
」
で

す
。
1
9
4
6
年
に
公
布
さ
れ
た
日

本
国
憲
法
が
、
1
9
4
7
年
5
月
3

日
に
施
行
さ
れ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
男
女
平
等
に
関

す
る
日
本
や
世
界
の
動
き
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法

　
ま
ず
は
、
日
本
国
憲
法
で
す
。
日

本
の
国
に
お
け
る
最
高
の
法
規
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

14
条
（
法
の
下
の
平
等
）

　
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
権
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政

治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。

24
条（
個
人
の
尊
重
と
両
性
の
平
等
）

　
配
偶
者
の
選
択
、財
産
権
、相
続
、

住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及

び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に

関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳

と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し

て
、制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
女
性
差
別
撤
廃
条
約

　
こ
の
条
約
は
、
女
性
に
対
す
る
差

別
の
撤
廃
を
定
め
た
国
際
条
約
で
、

正
式
に
は
「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条

約
」
と
言
い
ま
す
。
1
9
7
9
年
に

国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
日
本
は
1
9
8
5
年
に
批
准
し

ま
し
た
。

1
条
（
女
性
差
別
の
定
義
）

　
「
性
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、

区
別
も
、
排
除
も
、
制
限
も
、
す
べ

て
差
別
に
あ
た
り
、
政
治
的
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
市
民
的
そ

の
他
の
い
か
な
る
分
野
に
お
け
る
差

別
も
含
む
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

　
正
式
名
称
は
「
雇
用
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
で
、

1
9
8
5
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
均
等
法
の
目
的
の
一
つ
は
、
雇

用
の
分
野
に
お
い
て
男
女
差
別
が
な

い
よ
う
に
、
も
う
一
つ
は
妊
娠
中
・

出
産
後
の
健
康
の
確
保
を
図
る
等
の

措
置
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。
憲
法

14
条
の
考
え
方
が
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
育
児
休
業
法
」
が
成
立
し
、「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
を
批
准
し
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
も
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
男
女
平
等
実
現
の
た

め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
み
ん
な
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

［4月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

第 4保育所物品移設業務委託 町 内 550,000 ㈱ 中 部
第 5保育所園庭芝生化工事 鰍 沢 1,850,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
増穂小学校北校舎空調設備設置工事 最 勝 寺 19,150,000 ㈲ 三 栄 電 設
増穂小学校南校舎空調設備設置工事 最 勝 寺 10,400,000 ㈲ 深 沢 電 器 商 会
増穂西小学校空調設備設置工事 平 林 9,550,000 ㈱ 伸 電 工 業
増穂南小学校空調設備設置工事 小 室 9,030,000 峡 南 電 機 ㈱
鰍沢小学校電気設備改修工事 鰍 沢 3,785,000 ㈱ 大 成 電 気
鰍沢中学校電気設備改修工事 鰍 沢 4,720,000 ㈱ 大 成 電 気
鰍沢小学校空調設備設置工事 鰍 沢 11,790,000 高 橋 商 事 ㈲
鰍沢中部小学校空調設備設置工事 鰍 沢 7,530,000 ㈱ 大 久 保 管 工
増穂中学校空調設備設置工事 天 神 中 条 17,550,000 ㈲ 梶 本 管 工
鰍沢中学校空調設備設置工事 鰍 沢 5,400,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
富士川町役場本庁舎議場他空調設備改修工事 天 神 中 条 6,150,000 甲 府 冷 暖 工 業 ㈱

健やか山梨21推進会議　推進部会員を募集します
　健やか山梨 21推進会議・推進部会は県民の健康づくり計画「健やか山梨 21」の具体的な推進を図るために
設置されています。
　推進部会員の方には、年 3回程度、会議や事業に参加していただきます。
○募集人数 2 名
○任　　期 2 年間（平成 24年度から 25年度）
○応募要件 男女、学歴、職業等は問いません。健康づくりに関心があり、実行している 20歳以上の方
○応募期限 平成 24 年 5月 8日（火）
◆問い合わせ先 山梨県福祉保健部健康増進課　☎ 055－223－1493

5月 3日は
何の日？

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

入 札 結 果 を 報 告 し ま す
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◇どんなお仕事をしていますか？
　疾測量株式会社で技術職として測量、土木設計・企
画開発コンサルタントを行っています。
◇富士川町をどう思いますか？
　自然と居住区のバランスが良い、地域に根ざした歴
史・文化が息づく暮らしやすい町だと思います。
◇富士川町に期待することは？
　リニア中央新幹線、中部横断自動車道の開通を契機
に、新たな産業の誘致・発展、人の流れが生まれると
予想されます。峡南地域の中核都市として、魅力ある
地域づくりを行っていってもらいたいです。
◇ご趣味、好きなスポーツは？
　趣味は旅行、アウトドア、おしゃれです。
好きなスポーツはバドミントンとスキーで、観戦なら
どんなスポーツでも好きです。
◇将来の夢は？
　社会にインパクトのある成果が残せるような仕事を
することです。
　プライベートでは、幸せに暮らしていきたいです。

杉田ゆきえさん
［29歳・大久保］

河住　昌
しょう

悟
ご

くん
5歳

（最勝寺）
　ぼくとパパが大好きな『仮面ラ
イダー』を描きました☆

　結成から10年が経過し、気持ちを新たに活動を取り
組み始めた『甲州YOSAKOI凛舞増穂』代表の豊田初
子さんに改めてこの10年を振り返っていただきまし
た。
Q：何かご苦労されたことなどをお聞かせください。
　「……うーん？　苦労とかは感じなかったですね！
2002年6月に笑顔・元気そして感動を与えられる “よ
さこい踊り” の仲間入りをし、最初の立ち上げにご苦
労くださった方々の想いを大切に、仲間にも恵まれ好
きなことができる喜びの方が大きく、楽しい思い出が
いっぱいです」と語る豊田さん。
　苦労に入らないかもしれないけど、子どもが大きく
なるにつれて学業・部活と両立することが難しく、離
れていくことが多く、仲間集めが難しい事ですかね。
それでも地域の皆さんのあたたかい応援や仲間に支え
られ、1年をとおして30回以上にもなる県内外のイベ
ントに参加できるようになり、他地域との交流や賞も
たくさんいただけるようなチームになりました。
　今では、小さな子どもたちも増え、チームも明るく
いつも笑顔が絶えない楽しい時間をもてることが元気
の源です。これからも様々な出会いに感謝し楽しく関
わりながら “よさこい” の良さを一人でも多くの方々
に伝えていきたいですと “よさこい” の話をされるとき
の豊田さんは本当に楽しそうにお話をいただきました。

「甲州YOSAKOI凛舞増穂～この10年の足跡」
写真・活動記録・衣装・各大会での賞状など
《ギャラリー六斎／萬屋醸造店》に展示されます。
　5月1日（火）～14日（月）10：00～17：00
　みなさまのご来場をお待ちしております。

まず演者が楽しむことが
“魅せる演舞” につながる　

豊田　初子さん（青柳町）
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【
短　

歌
】

砂
糖
漬
け
の
柚
子
を
カ
ッ
プ
に
一
摘
み

ふ
う
ふ
う
ホ
ッ
ト
ふ
う
ふ
う
ほ
っ
と 

斉
藤
さ
よ
子

信
号
機
一
台
も
な
い
ブ
ー
タ
ン
へ
ト
ヨ
タ
社
員
の
甥
は
赴
任
す

 

仙
洞
田
紀
子

新
築
の
と
な
り
家
に
若
き
家
族
来
て
笑
い
声
な
ど
久
々
に
き
く

 

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

目
線
ま
で
屈
み
し
保
母
や
山
笑
ふ 

神
田　

初
枝

風
邪
ひ
き
て
寒
け
暖
た
か
玉
子
酒 

志
村　

政
子

訪
ふ
人
も
訪
は
る
る
人
も
マ
ス
ク
し
て 

入
倉
ち
か
を

苗
物
を
売
り
く
る
頃
や
蕗
の
薹 

斉
藤　

富
雄

【
川　

柳
】

生
き
て
い
る
証
を
出
し
に
申
告
書 

坂
本　

倉
栄

禁
煙
で
住
い
す
っ
き
り
が
ん
予
防 

原
田
ひ
で
子

「
ま
た
来
る
ね
」
手
の
温
も
り
を
お
い
て
行
く 

志
村　

隆
子

▲ 3月 17 日、ますほ文化ホールロビーにおいて、朗読発
表会が行われ、12 組の朗読者が日ごろの練習の成果を発
表しました。訪れた皆さんは、素晴しい朗読に引き込ま
れていました。

2012・第 54回  4 月 23 日～ 5月 12日

標語　君と未来をつなぐ本

学習会
赤ちゃんが大好きな絵本

～ 0歳の赤ちゃん、はじめての絵本を中心に～

日　時：平成24年5月9日（水）
　　　　午前10時30分～12時
場　所：ますほ児童センター（町民体育館西隣）
　　　　2階プレイルーム
講　師：やまなし子ども図書館
　　　　斎藤順子氏

妊婦さんから0、1、2歳ぐらいの親子大歓迎！

★妊娠中に読みたい絵本の紹介もあります！
　ぜひプレママもご一緒にどうぞ

【ゴルフ】第1回ウォーキングゴルフ大会開催
日　時：平成24年5月27日（日）
　　　　午前7時30分
対　象：町内在住者、シニア、レディース、
　　　　ジュニア
場　所：殿原カントリークラブ
プレー費（ビジター）：3,000円（食事付）
参加費：1,000円
※参加希望の方は、殿原カントリークラブまで直接
　お申込みください。

子どもの読書週間

無 料

【バドミントン】
甲府ロータリークラブバドミントン大会（2月11日・甲
府市総合市民会館）
・小学6年男子の部
　第2位 柳澤　輝（鰍沢小）
　第3位 高野一樹（鰍沢小）
 斉藤真大（鰍沢小）
・小学4年男子の部
　第3位 中村晃大（鰍沢小）
・小学2年以下男子の部
　第3位 芦澤拓実（鰍沢小）

・小学6年女子の部
　第3位 赤池　鈴（鰍沢小）
 戸栗瑠那（鰍沢小）
・小学3年女子の部
　第3位 中澤香乃（増穂小）
 鈴木涼子（鰍沢小）
・小学2年以下女子の部
　第2位 芦澤日菜（鰍沢小）
　第3位 中澤季和（増穂小）
 安藤綾菜（鰍沢小）

第10回朗読の会すずらん・小中学生読書に親しむ

朗読発表会
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で
き
る
個
別
の
栄
養
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
調
理
実
習
や
栄
養
相
談
を
栄
養
士

と
個
別
に
行
っ
て
お
り
、「
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て「
食
べ
る
こ
と
」

は
体
や
心
を
満
た
す
以
外
に
も
、
正

し
い
生
活
習
慣
を
学
ん
だ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
長
い
人
生
を
健
康
で

楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
子
ど
も
の

時
期
か
ら
「
食
べ
る
こ
と
」
に
関
心

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
毎
年
3
万
人
以
上
の

方
が
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
毎
日
約
90
人
の
方
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
自
殺
原
因
の
う
ち
最
も
多
い

疾
患
は
、「
う
つ
病
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
身
近
に
、
悩
み

や
問
題
を
抱
え
て
辛
い
思
い
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

《
家
族
や
周
囲
が
気
づ
き
や
す
い「
う

つ
病
」
の
症
状
》

　

何
に
も
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ

た
・
飲
酒
量
が
増
え
た
・「
死
に
た

い
」
な
ど
悲
観
的
な
こ
と
を
言
う
・

涙
も
ろ
く
な
っ
た
・
急
に
痩
せ
て
き

た
・
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
気
分
の
沈
み

が
み
ら
れ
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
精
神
的
な
症
状
の
ほ
か
に
不
眠

や
食
欲
低
下
、
頭
痛
、
肩
こ
り
な
ど

の
身
体
的
な
症
状
が
で
ま
す
。

《
接
し
方
の
コ
ツ
》

・ 

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

・
励
ま
し
や
説
教
は
禁
物
で
す

　
（
が
ん
ば
っ
て
は
禁
句
！
）

・ 

し
っ
か
り
話
を
聞
く
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

・ 
受
診
す
る
決
心
が
つ
か
な
い
で
い

る
と
き
は
、
力
を
貸
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

心
の
健
康
の
た
め
に
は
、
睡
眠

（
ぐ
っ
す
り
眠
る
）
休
養
（
ゆ
っ
く

り
休
む
）
食
事
（
こ
こ
ろ
の
栄
養
補

給
）
運
動
が
大
事
で
す
。
町
で
は
昨

年
度
、
自
殺
予
防
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
『
ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し

て
。』
の
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
し
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
映
画
で
紹
介
さ
れ
た
「
あ・と・

で
（
焦
ら
な
い・特
別
扱
い
し
な
い・

で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
）」
の
言
葉

を
地
域
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見・早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
、
不
調
が
長
引
く

時
は
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
窓
口
》

福
祉
保
健
課　
☎
22
│
7
2
0
7

峡
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
22
│
8
1
5
8

ス
ト
レ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
0
5
5
│
2
5
4
│
8
7
0
0

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　

お
腹
を
満
た
し
、
体
を
満
た
し
、

心
を
満
た
す
。「
食
べ
る
こ
と
」
は

人
が
健
康
に
生
活
す
る
う
え
で
、
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

　
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母

さ
ん
の
血
液
か
ら
酸
素
や
栄
養
を
も

ら
っ
て
成
長
し
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
に

な
る
と
妊
婦
さ
ん
自
身
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
も
そ
れ
ま
で
以
上
に
「
食

べ
る
こ
と
」
に
関
心
を
持
ち
ま
す
。

町
で
は
、
妊
娠
中
か
ら
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
妊
娠
中
に

起
こ
り
や
す
い
貧
血
の
予
防
や
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
目
指
す
た

め
に
、調
理
実
習
も
含
め
た
教
室（
母

親
学
級
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
や
発
達
に
応
じ
て
、

母
乳
や
ミ
ル
ク
か
ら
離
乳
食
、
大
人

に
近
い
食
事
へ
と
進
ん
で
い
き
ま

す
。
子
ど
も
は
成
長
・
発
達
に
個
人

差
が
大
き
く
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て

の
不
安
要
素
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
対
し
て
離
乳
食
教
室

や
生
後
7
〜
8
か
月
後
健
診
で
の
栄

養
士
の
個
別
相
談
（
平
成
24
年
度
か

ら
）
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

妊
娠
中
か
ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
あ

と
も
住
民
の
誰
も
が
受
け
る
こ
と
が

今月は、横内保健師です。

こ
こ
ろ
も
健
康
に
…

今月は
子育て支援課
母子保健担当です

▲離乳食教室での調理実習の様子

▲富士川町愛育会鰍沢分班による離乳食教室での託児

み
な
さ
ん

食
べ
る
こ
と
は

好
き
で
す
か
？
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町
の
皆
さ
ん
が
参
加
・
鑑
賞
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
ま

ほ
ら
の
森

◇
日
時　
5
月
19
日
（
土
）

　
午
前
9
時
半
〜
午
後
3
時
半

◇
会
場　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

◇
出
店
内
容　

ク
ラ
フ
ト
等
の
手

作
り
作
品
コ
ー
ナ
ー
、
一
般
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
軽
飲
食

コ
ー
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

増
穂
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日　
時　
5
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
〜

◇
会　
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◇
鑑
賞
料　
無
料

◆
問
合
せ
先　
増
穂
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
秋
山
）

　
　
　
☎
22
│
3
0
2
1

ふ
じ
か
わ
文
化
倶
楽
部
・
ま
す
ほ

文
化
ホ
ー
ル
共
催
「
東
日
本
大
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

Passion
〜
上
を
向
い
て
歩
こ

う
〜
」

◇
日　
時　
5
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
〜

◇
会　
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◇
鑑
賞
料　
1
、0
0
0
円
（
3
歳

未
満
無
料
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
・
内
藤
楽
器

◆
問
合
せ
先

ふ
じ
か
わ
文
化
倶
楽
部

☎
22
│
6
1
2
1
（
今
津
）

☎
0
9
0
│
1
6
1
8
│
8
8
9
7

（
今
村
）

【
自
主
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

岩
波
ホ
ー
ル
発　
白
石
加
代
子
「
百

物
語
」
シ
リ
ー
ズ　

第
二
十
九
夜

（
7
月
1
日
公
演
）

◇
一
般
発
売　
5
月
26
日
（
土
）
〜

◇
鑑
賞
料
（
全
席
指
定
）

一
般 

4
、0
0
0
円

団
体（
5
人
以
上
） 

3
、8
0
0
円

友
の
会 

3
、6
0
0
円

◆
問
合
せ
先　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

　文化ホールでは、個人や団体の皆
さまのご好意により、花壇のボラン
ティアをお願いしています。
　今年も色とりどりの花々が、皆さ
んの目を楽しませてくれると思いま
す。散歩がてらお立ち寄りください。

平成24年度生涯学習事業　古文書に親しむ会
　古文書をもとに、昔の生活などを楽しく学びます。初めての方も大歓迎です。多くの方のご参加をお待ち
しています。
●主　催…富士川町教育委員会
●講　師…望月武美先生
●場　所…富士川町教育文化会館
●受講料…無料
●持ち物…筆記用具（学習資料は用意します。）
●開講日（時間はいずれも午後1時30分～午後4時）
　5月18日（金）開講式
　6月22日（金）、7月20日（金）、9月21日（木）、
　10月19日（金）、11月22日（金）、
　1月25日（金）、2月22日（金）
●申込み方法・問い合わせ
　 　申込みは直接教育委員会または電話で随時受付けています。前年度に引き続き受講される方もご連絡く
ださい。
　富士川町教育委員会（旧鰍沢町教育文化会館内）へ　　☎22－5361　FAX 22－5392

5
月
の
催
し
物
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町
内
の
保
育
所
・
小
中
学
校
で
は
、

入
学
式
が
行
わ
れ
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

▶
増
穂
小
学
校
入
学
式

　4月 7日（土）富士川町スポーツ少年団入団式が
行われ、311 名が入団しました。
入団者を代表して増穂少林寺スポーツ少年団の尾崎
雄大くんが元気よく宣誓を行いました。
　富士川町スポーツ少年団は、各競技の 15団体が
活動しています。入団は随時受付けをしていますの
で、教育委員会までお申込みください。

▲スポーツ少年団入団式

　

3
月
29
日
、
秋
山
か
つ
よ
さ
ん
（
青
柳
）

が
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
0
0
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◀
第
4
保
育
所
入
所
式

写真左　： 3 月 18 日、第 5保育所で「親子みみづくり
体験」が行われました。

写真中央： 春の全国交通安全運動にあわせ、町内の道
路で啓発運動が実施されました。

写真右　： 4 月 9日増穂小学校体育館において、交通少
年団結団式が行われました。

5 月は自動車税の納期です。納期限内に納めましょう！
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　樋口正様（青柳町）
　亡父、武様のご遺志により、町の振興のために
一金　　5万円　野田節美様（小林）
　亡父、有泉孝様のご遺志により、町の振興のために
◆鰍沢中学校へ
絵画 1点　　「夢に向かって」藤田由也画
　尾崎源武様（青柳町）
　鰍沢中学校教育の振興・発展を願って
図書　　「21 世紀版少年少女世界文学館」他 71 冊
　保坂新次様（天神中条）
　鰍沢中学校教育の振興・発展を願って
◆社会福祉協議会へ
一金　　5万円　有泉健様（小林）
　亡父、有泉孝様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 大　久　保 深沢　　李 （も　も） 女 浩　太
 𣇃　　　米 神田真梨亜 （まりあ） 女 亮　次
 鰍　沢　北 齋藤　颯太 （そうた） 男 明
 鰍　沢　中 桑嶋阿朱璃 （あしゅり） 女 維

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 志村　雅巳 裕　子 （ 樋 口 ）
 〃 山本　和彦 良　子 （　蔦　）
 長　　　澤 堀之内　達 光　世 （ 青 桺 ）
 青　柳　町 雨宮　龍司 奈　美 （ 村 松 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 深澤　　泉 63 陽 一 郎
 〃 穐山　　桂 79 龍　　男
 天 神 中 条 長澤　睦子 76 直　　樹
 〃 井上　 子 79 健　　二
 大　久　保 𠮷川　松子 78 義　　次
 𣇃　　　米 小 吉兵衛 95 裕　　子
 小　　　林 深 　菊子 91 和　　弘
 〃 深 　喜衛 89 賴　　子
 〃 鈴木　　勲 84 紀　　夫
 〃 有泉　　孝 87 健
 長　　　澤 大倉　貞子 87 樋口純一
 大　　　椚 市川　恒代 84 金　　男
 青　柳　町 秋山ふさよ 96 和　　雄
 〃 大塩　　泰 82 ゑ つ 子
 〃 浅利ふな子 86 周　　二
 五　　　開 堀口きみ江 90 　　子

ひとのうごき（ 3月 1日現在）

人　口 16,479 人 （－ 53）
　男 7,998 人 （－ 31）
　女 8,481 人 （－ 22）
世　帯 6,179 戸 （－  9） ※ (　)内は対前月比

富士川町地域交流施設
パートタイム従業員を募集します

　地域交流施設では、パートタイム従業員を次のとおり募集
します。
◆資　　格 町内在住で、勤勉な方
◆業務の内容  「塩の華」「つくたべかん」での、加工、調

理、営業販売等
◆身　　分 富士川町交流施設パートタイム従業員
◆採用人員 若干名
◆採用期間 平成 24 年 7月 2日（月）から
 ※ 6月中事前研修あり
◆選考方法 面接
◆申し込み受付期間
　 平成24年5月7日（月）から平成24年5月16日（水）まで。
ただし、5月 9日（水）、10日（木）を除く。

◆申し込み先
　履歴書を役場商工観光課地域交流室（塩の華）へ提出して
ください。
◆問い合わせ先　商工観光課地域交流室　☎ 20－2111

　　ますほ児童センターまつり
　＆リサイクルマーケット　　

◇日　時 5 月 12 日（土）午前 11時～午後 2時 30分
◇場　所 ますほ児童センター（雨天決行）
◇内　容  ゲーム・食べ物・工作コーナーなど楽しい催し

が盛りだくさんです！
◇参加料 チケット代　1人 200 円（先着 200 名）
 ※ 両児童センターで 5/2（水）まで販売してい

ます。
～リサイクルマートケットを同時開催します！～
　ただいま出店者を募集しています。対象となる品物は子育
て用品や子ども用品で、出店費用はかかりません。出店希望
者事前に下記までお申込みください。
◆問い合わせ先　ますほ児童センター　☎ 22－4834

「子ども手当」は「児童手当」に変わりました
　「子ども手当」の制度は今年の 3月 31 日をもって終了し、
4月から「児童手当」に変わりました。
　主な改正点は次のとおりです。
○支給額と所得制限（10月支払いの 6月分手当から）
　 所得制限は、年収 960 万（夫婦・児童 2人世帯）を基準に
設定され、平成 24年 6月分の手当から適用されます。

　①所得制限額未満の受給者の支給月額（子ども手当と同額）
　　3歳未満 1 万 5千円
　　3歳以上小学校修了前（第 1・2子） 1 万円
　　3歳以上小学校修了前（第 3子） 1 万 5千円
　　中学生 1 万円
　②所得制限額以上の受給者の支給月額
　　当分の間の特例給付 一律 5千円
　平成 24 年 3 月 31 日現在、富士川町で子ども手当の受給
資格をお持ちの方は、自動的に児童手当の受給者となるため
改めて認定請求の手続きは必要ありません。
　出生や転入など新たに支給対象となる場合は、従来どおり
15日以内の手続きが必要です。詳しくは下記まで問い合わせ
ください。
◆問い合わせ先　子育て支援課児童支援担当　☎ 22－7221
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http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

体重 10㌔の大きな猫が飼育されている光景
青柳町の下村雄是さん宅の猫レオ（雄10歳）は、家族に愛情いっぱいに育てられこんなに大きくなりました。

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

遠藤　颯
そう
大
た

くん
（ 9カ月・最勝寺）

父　政樹さん・母　彩実さん

加藤　心
み
優
ひろ

ちゃん
（10カ月・最勝寺）

父　淳哉さん・母　安由美さん

山田　依
い
緒
お

ちゃん
（ 1歳 4カ月・最勝寺）
父　源太さん・母　有季子さん

杉本　栞
かん
菜
な

ちゃん
（ 1歳 1カ月・小林）
父　展啓さん・母　環さん

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400－

0592　
電
話
（
0556）

22－7216


